
第
五
葦
 
近
 
 
 
代
 
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
大
正
十
年
（
一
九
≡
）
十
二
月
十
一
目
、
児
童
学
芸
品
展
覧
会
と
毛
筆
及
び
農
産
物
品
評
会
が
開
 
 

か
れ
た
。
 
 
 

大
正
十
一
年
二
月
十
日
、
「
御
真
影
」
を
拝
戴
、
全
校
児
童
は
午
後
一
時
、
犬
之
原
ま
で
奉
迎
し
た
。
拝
礼
式
に
は
、
全
校
児
 
 

童
・
青
年
団
・
在
郷
軍
人
会
・
消
防
組
・
婦
徳
会
や
村
の
名
誉
職
が
出
席
し
た
。
 
 
 

同
年
十
一
月
三
十
日
、
安
芸
郡
教
育
会
主
催
の
「
学
制
頒
布
五
十
年
記
念
式
」
が
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
挙
行
さ
れ
た
。
学
制
 
 

頒
布
五
十
周
年
記
念
学
芸
大
会
場
行
わ
れ
、
唱
歌
劇
「
舌
切
雀
」
、
講
話
「
筆
の
話
」
が
行
わ
れ
て
好
評
で
あ
っ
た
。
 
 
 

本
店
北
尋
常
小
学
校
で
も
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

翌
大
正
十
二
年
二
月
二
十
二
目
に
は
、
児
童
通
学
区
域
の
保
護
者
を
も
っ
て
「
熊
野
教
育
後
援
会
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
発
会
式
 
 

が
劇
場
「
恵
美
寿
匪
」
で
挙
行
さ
れ
た
。
会
長
に
は
学
校
長
の
児
島
義
雄
が
就
任
し
た
。
 
 
 

同
年
同
月
同
日
、
尋
常
科
六
年
生
、
一
四
二
名
が
一
泊
二
日
の
岡
山
方
面
へ
の
修
学
旅
行
、
二
十
六
日
に
は
、
高
等
科
二
年
生
、
 
 

七
二
名
が
、
同
じ
く
一
泊
二
日
で
、
厳
島
・
広
島
方
面
へ
の
修
学
旅
行
を
行
っ
た
。
同
年
三
月
二
十
四
日
、
「
恵
美
寿
座
」
で
学
芸
 
 

大
会
を
開
い
た
が
、
観
衆
千
数
百
名
で
盛
会
で
あ
っ
た
。
 
 
 

同
年
九
月
九
日
、
関
東
大
震
災
（
九
月
一
日
）
に
対
す
る
義
窮
物
品
（
輩
）
を
職
員
∵
児
童
一
同
が
発
送
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
同
月
 
 

十
七
日
か
ら
、
校
舎
改
築
の
た
め
、
西
光
寺
・
光
教
坊
を
仮
校
舎
に
し
、
二
部
教
授
を
行
っ
た
。
 
 
 

同
年
十
一
月
十
日
「
国
民
精
神
作
興
二
関
ス
ル
詔
書
」
が
換
発
さ
れ
、
各
小
学
校
で
式
典
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

大
正
十
三
年
一
月
、
萩
原
に
校
舎
を
移
転
し
、
児
童
を
仮
収
容
し
た
が
、
同
年
四
月
五
日
、
萩
原
分
教
場
に
尋
常
科
三
年
ま
で
の
 
 

男
女
、
萩
原
全
部
と
城
之
掘
の
一
部
の
児
童
を
収
容
し
た
。
こ
の
分
教
場
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
約
 
 

一
六
年
間
設
置
さ
れ
た
が
、
現
在
の
熊
野
農
協
産
業
部
跡
に
当
る
。
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同
年
十
月
八
日
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
陸
軍
大
将
山
梨
半
造
が
来
校
し
て
、
軍
事
講
話
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
一
月
 
 

十
日
に
ほ
、
「
国
民
精
神
作
興
二
閑
ス
ル
詔
書
」
の
換
発
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

大
正
十
五
年
三
月
十
一
日
、
第
一
校
舎
を
解
体
し
た
。
同
年
十
一
月
、
矢
野
～
熊
野
間
の
バ
ス
路
線
が
開
通
し
た
。
十
二
月
七
 
 

日
、
天
皇
御
病
気
御
平
癒
祈
願
の
た
め
、
職
員
・
児
童
が
榊
山
神
社
に
参
拝
し
た
が
、
十
二
月
二
十
五
日
、
午
前
零
時
二
十
五
分
天
 
 

皇
崩
御
に
よ
り
、
職
員
一
同
御
通
夜
、
同
日
昭
和
と
改
元
さ
れ
た
。
 
 
 

本
庄
北
尋
常
小
学
校
で
は
、
表
5
－
7
L
9
で
見
る
と
お
り
、
大
正
末
期
は
第
一
～
五
学
年
が
、
次
年
度
の
第
二
～
六
学
年
と
な
 
 

る
割
合
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
、
中
途
退
学
者
も
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
大
正
十
五
年
五
月
、
第
五
・
六
学
年
の
複
式
を
解
き
一
学
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

図5－7－‖‡一削計尋常’高竿小学凝（榊l」削胤  

境内）   

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
十
九
日
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
主
催
の
書
方
講
 
 

習
会
を
小
川
正
孝
を
講
師
と
し
て
開
い
た
。
同
年
四
月
よ
り
追
分
尋
常
小
学
校
は
、
 
 

高
等
科
を
お
き
、
追
分
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
 
 
 

同
年
九
月
五
日
に
は
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
の
二
階
建
の
校
舎
が
完
成
さ
れ
 
 

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
末
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
 
 
 

大
正
十
三
年
十
二
月
七
・
八
日
に
は
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
創
立
五
十
周
年
事
 
 

業
と
し
て
、
H
 
児
童
数
育
品
展
覧
会
、
⇔
 
児
童
伽
会
、
臼
 
創
立
五
十
周
年
記
 
 

念
式
、
栂
教
育
功
労
者
表
彰
式
、
及
び
国
 
記
念
児
童
角
力
大
会
を
行
っ
た
。
 
 
 

翌
大
正
十
四
年
四
月
一
日
、
附
設
の
「
熊
野
町
熊
野
実
業
補
習
学
校
」
の
女
子
部
 
 

を
廃
止
し
、
補
習
学
校
分
校
を
萩
原
∴
出
来
・
呉
地
に
設
置
し
た
。
こ
れ
ほ
、
後
述
 
 

す
る
婦
徳
高
等
女
学
校
の
創
設
と
も
関
連
し
て
い
る
。
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幕
末
期
に
お
け
る
私
塾
・
寺
子
屋
を
中
心
と
し
た
庶
民
教
育
の
普
及
は
、
広
島
県
に
お
い
て
も
め
ざ
 
 
 

学
制
頒
布
と
学
校
の
創
設
 
 

ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
文
部
省
に
お
い
て
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
五
）
よ
り
同
二
十
一
年
（
一
八
八
 
 

八
）
に
わ
た
り
、
全
国
各
府
県
か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
日
本
教
育
史
資
料
』
所
載
の
寺
子
屋
表
に
よ
れ
ば
、
広
島
県
 
 

に
は
二
五
七
の
寺
子
畏
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
ほ
安
芸
郡
熊
野
村
所
在
の
も
の
は
見
当
ら
な
い
椚
転
鞘
鳩
譜
干
 
 

支
部
大
臣
官
。
 
房
報
岱
課
 
 
 

し
か
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
十
八
日
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
、
新
政
府
は
欧
米
に
な
ら
っ
た
全
国
画
一
の
学
校
側
反
別
 
 

お
お
せ
い
だ
さ
れ
し
ょ
 
 

設
の
た
め
の
調
査
を
十
一
月
か
ら
は
じ
め
た
。
翌
五
年
八
月
二
日
、
太
政
官
は
『
学
事
奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
畜
』
を
布
告
、
翌
 
 

三
日
に
『
学
制
』
を
頒
布
し
た
。
こ
れ
ほ
新
政
府
に
よ
る
近
代
的
な
学
校
創
設
の
の
ろ
し
で
あ
っ
た
。
 
 
 

『
学
事
奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
書
』
ほ
、
学
校
教
育
の
意
義
を
個
人
の
実
利
・
幸
福
を
ほ
か
る
と
い
う
点
か
ら
説
い
て
い
る
。
 
 

さ
か
ん
 
 

「
人
々
自
ら
其
身
を
立
て
共
産
を
治
め
英
美
を
昌
に
し
て
以
て
共
生
を
遂
る
ゆ
え
ん
の
も
の
は
他
な
し
身
を
修
め
智
を
開
き
才
芸
を
 
 

あ
た
 
 

長
ず
る
に
よ
る
な
り
而
て
其
身
を
修
め
智
を
開
き
才
芸
を
長
ず
る
は
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ず
是
学
校
の
設
け
あ
る
ゆ
え
ん
に
し
て
 
 

…
・
」
と
説
き
お
こ
し
、
「
さ
れ
ば
学
問
は
身
を
立
つ
る
の
財
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
し
て
、
人
た
る
も
の
誰
か
学
ば
ず
し
て
可
 
 

第
七
部
 
数
育
・
宗
教
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

一
学
校
教
育
の
進
展
 
 

A‖   



第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

な
ら
ん
や
」
、
と
人
々
が
貧
困
に
お
ち
い
る
の
は
不
学
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
、
「
自
今
以
後
一
般
の
人
民
（
筆
士
族
農
工
商
及
婦
女
子
〕
 
 

む
ら
 
 

必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
妻
‥
」
と
し
、
父
兄
の
子
弟
就
学
の
責
任
や
学
制
実
施
に
お
け
 
 

る
地
方
官
の
責
務
を
諭
し
て
い
る
。
 
 
 

『
学
制
』
は
全
国
を
八
大
学
区
に
、
各
大
学
区
を
三
二
中
学
区
に
、
各
中
学
区
を
二
一
〇
小
学
区
に
区
画
し
、
各
小
学
区
に
小
学
 
 

校
を
置
く
と
い
う
全
国
画
一
的
な
構
癖
で
あ
っ
た
。
広
島
県
は
第
五
大
学
区
に
属
し
、
第
五
大
学
区
は
鳥
取
・
島
相
∵
北
条
・
小
 
 

づ
ち
 
 

田
・
石
鉄
・
神
山
・
山
口
・
浜
田
・
広
島
の
九
県
を
も
っ
て
区
画
さ
れ
、
広
島
県
が
大
学
本
部
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
明
治
六
年
 
 

四
月
十
日
に
は
、
全
国
が
七
大
学
区
に
改
め
ら
れ
、
広
島
県
ほ
第
四
大
学
区
と
な
っ
た
。
 
 
 

『
文
部
省
第
三
年
表
』
 
（
明
治
八
年
）
の
「
広
島
県
公
立
小
学
校
表
」
に
よ
れ
ば
、
安
芸
郡
に
は
一
二
九
の
公
立
小
学
校
名
が
列
挙
 
 

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
安
芸
郡
熊
野
町
（
当
時
熊
野
村
、
昭
和
六
年
合
併
の
本
庄
村
を
含
む
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
九
校
が
記
載
さ
れ
て
い
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
蓑
5
－
7
－
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

蓑
5
－
7
－
－
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『
広
島
県
教
育
八
十
年
詰
』
 
 

右
表
の
各
校
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
熊
野
第
一
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
熊
野
川
』
（
昭
和
五
十
年
十
月
発
行
）
の
七
十
八
ペ
 
 

ー
ジ
か
ら
数
ペ
ー
ジ
に
亘
っ
て
、
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
と
熊
野
第
一
小
学
校
『
学
校
沿
革
誌
』
に
よ
り
調
査
さ
れ
た
も
の
が
掲
載
 
 

7
ザ
 
さ
れ
て
お
る
。
「
明
治
八
年
五
月
、
村
内
各
字
に
学
校
の
創
立
あ
り
、
依
っ
て
各
字
の
負
担
維
持
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
」
と
『
学
 
 

校
沿
革
誌
』
ほ
記
載
し
て
い
る
鞘
膵
一
『
和
解
雛
酵
誹
蹄
彗
 
 
 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
八
日
、
文
部
省
は
「
小
学
教
則
」
を
公
布
し
、
「
第
一
章
 
小
学
ヲ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス
 
下
等
ハ
 
 

六
歳
ヨ
リ
九
歳
二
止
り
 
上
等
ハ
十
歳
ヨ
リ
十
三
歳
二
終
り
 
上
下
合
セ
テ
在
学
八
年
ト
ス
。
第
l
一
章
 
下
等
小
学
ノ
課
程
ヲ
分
チ
 
 

八
学
級
ト
ス
 
毎
級
六
ケ
月
一
習
業
卜
走
メ
 
始
メ
テ
学
二
入
ル
老
ヲ
第
八
級
ト
シ
 
次
第
二
進
テ
第
一
級
二
至
ル
・
…
・
・
略
…
…
」
 
 

と
定
め
た
。
 
 

教翫精   
義学業   

館舎舎  
第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 
 

同
 
呉
地
 
 

川
角
村
 
 

平
谷
村
 
 

図571 ギ：校沿  
革誌  

明治7年8月～昭和40  

年3月末日まで  

国5－7－2 学校清  

市誌  
昭和40年4月～現在ま  

で  

同 同 同  

二
三
・
五
〇
・
〇
 
 

一
八
・
二
〇
・
〇
 
 

一
七
・
五
〇
・
〇
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村
字
中
幕
の
寺
院
西
光
寺
に
会
合
さ
せ
、
各
自
の
門
人
に
習
字
を
教
え
さ
せ
た
。
し
か
し
、
報
酬
の
定
 
 

め
は
な
く
、
た
だ
教
場
を
一
か
所
に
纏
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
糾
噂
㌔
瑚
猷
㌍
酌
抽
那
帥
㌍
が
皇
Ⅷ
豊
票
糾
離
錯
蛸
詣
摘
摘
。
 
 
 

同
年
八
月
一
日
、
西
光
寺
習
字
教
場
を
改
め
て
小
学
校
と
し
、
「
孔
時
館
」
と
命
名
、
村
で
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
 
 

た
、
教
員
山
本
熊
次
郎
を
月
俸
四
円
で
招
噂
し
、
全
校
の
児
童
に
普
通
学
を
教
授
さ
せ
た
。
 
 

明
治
八
年
か
ら
同
九
年
八
月
ま
で
に
男
子
教
員
は
、
山
本
熊
次
郎
・
水
戸
誠
一
・
北
村
藤
三
郎
・
三
上
新
六
（
高
橋
新
六
）
と
変
わ
 
 

っ
た
。
 
 
 

明
治
八
年
十
月
、
「
孔
時
館
」
は
、
出
来
庭
・
中
溝
の
境
に
あ
る
向
殿
四
郎
兵
衛
所
有
の
家
屋
を
借
用
し
、
そ
こ
に
移
転
さ
れ
出
 
 

あ
ぎ
 
 

釆
庭
・
中
溝
の
両
字
の
児
童
を
通
学
さ
せ
た
。
以
来
、
各
字
に
学
校
が
創
立
さ
れ
、
学
校
経
費
は
各
字
の
負
担
に
よ
っ
て
維
持
す
る
 
 

こ
と
が
原
則
と
な
っ
た
。
 
 

明
治
九
年
三
月
に
は
、
「
孔
時
館
」
の
校
名
を
「
申
請
学
校
」
と
改
称
し
た
が
、
出
来
庭
・
中
溝
の
両
字
の
児
童
が
通
学
し
て
い
 
 

る
の
で
、
そ
の
校
名
は
不
適
当
と
考
え
ら
れ
、
同
年
八
月
一
日
に
ほ
、
「
申
出
来
学
校
」
と
改
名
さ
れ
た
。
 
 

一
方
、
同
年
七
月
、
川
角
村
の
「
翫
学
舎
」
と
平
谷
村
の
「
教
義
鰭
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
川
角
学
校
」
 
「
平
谷
学
校
」
と
改
称
し
 
 
 

第
五
黄
 
近
 
日
 
代
 
 
 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
八
月
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
『
学
校
沿
革
誌
』
の
第
一
ペ
ー
ジ
冒
頭
に
は
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
は
熊
野
 
 

村
児
童
を
養
成
教
育
す
る
所
に
し
て
、
そ
の
設
立
は
実
に
明
治
七
年
八
月
新
設
の
「
孔
時
餌
」
を
以
て
権
輿
と
す
る
。
よ
っ
て
そ
の
 
 

濫
傷
す
る
と
こ
ろ
を
探
窮
す
る
に
、
明
治
五
年
七
月
そ
の
制
出
づ
る
や
爾
来
戸
長
佐
々
木
祐
四
郎
・
同
佐
々
木
亮
之
輔
率
先
し
児
童
 
 

教
育
の
必
要
を
説
き
計
画
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

明
治
前
期
の
学
校
教
育
 
 

明
治
七
年
一
月
、
戸
長
は
、
寺
小
屋
の
師
匠
で
あ
る
梶
山
直
人
・
猪
野
了
心
・
世
良
兵
左
衛
門
を
熊
野
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た
。
川
角
学
校
で
は
須
山
直
之
助
が
自
宅
で
教
え
た
が
、
明
治
十
二
年
（
一
九
七
九
）
頃
、
貴
船
神
社
の
説
教
場
に
移
転
し
た
。
平
谷
 
 

学
校
は
、
佃
田
次
郎
平
が
自
宅
で
教
え
て
い
た
が
、
一
時
、
説
教
場
の
川
角
学
校
に
合
流
、
そ
の
後
、
坊
主
山
の
麓
の
境
橋
付
近
に
 
 

移
転
し
た
。
 
 
 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月
、
広
島
県
は
「
小
学
校
教
則
」
、
「
教
則
生
徒
心
得
」
を
改
正
し
、
「
試
験
法
心
得
」
を
定
め
た
。
ま
 
 

た
、
「
教
則
」
中
の
算
術
に
つ
い
て
、
下
等
小
学
は
珠
算
、
上
等
小
学
は
筆
算
と
し
、
そ
の
他
の
教
科
用
図
書
も
変
更
し
た
。
 
 
 

翌
明
治
十
一
年
六
月
に
は
、
「
申
出
兼
学
校
」
を
分
割
し
、
新
た
に
「
出
来
庫
学
校
」
を
設
け
、
「
中
活
字
校
」
を
復
活
し
て
、
 
 

梶
山
直
人
の
自
宅
に
移
し
た
。
さ
ら
に
、
梶
山
正
美
を
授
業
生
に
採
用
し
て
、
月
俸
二
円
を
給
し
た
。
 
 
 

同
年
九
月
、
「
小
学
校
教
則
」
、
「
試
験
法
」
が
改
正
さ
れ
、
小
学
校
課
程
は
、
下
等
八
級
、
上
等
四
級
の
就
学
と
な
っ
た
。
六
か
 
 

月
で
一
級
進
む
下
等
課
程
は
四
年
で
あ
る
。
 
 
 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
四
月
、
広
島
県
は
、
区
会
・
町
村
会
を
開
設
す
る
こ
と
を
布
達
し
た
。
熊
野
村
会
は
、
村
内
学
校
の
経
 
 

あ
ぎ
 
 

費
に
つ
い
て
、
従
来
の
字
の
負
担
を
一
村
の
負
担
に
変
え
た
。
 
 
 

同
年
九
月
二
十
九
日
、
政
府
は
「
学
制
」
を
廃
し
「
教
育
令
」
を
制
定
し
て
普
通
教
育
の
再
編
成
を
は
か
っ
た
。
 
 
 

明
治
十
三
年
三
月
、
川
角
・
平
谷
の
各
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
川
角
小
学
校
、
平
谷
小
学
校
と
改
称
し
た
。
苗
代
・
栃
原
・
押
込
・
 
 

平
谷
・
川
角
各
村
は
、
こ
の
年
八
月
、
一
人
の
戸
長
を
選
出
し
て
連
合
し
、
苗
代
村
字
西
条
監
田
代
小
学
校
が
発
足
、
押
込
・
平
谷
 
 

両
村
に
は
分
教
場
が
置
か
れ
た
。
 
 
 

胡
治
十
四
年
に
は
「
中
溝
学
校
」
を
梶
山
宅
か
ら
、
中
溝
の
和
田
幾
助
宅
に
移
し
た
。
 
 
 

同
年
五
月
四
日
、
「
小
学
校
教
則
綱
領
」
が
制
定
さ
れ
、
初
等
三
年
、
中
等
三
年
、
高
等
二
年
と
な
っ
た
。
同
年
六
月
、
「
小
学
 
 

校
教
員
心
得
」
、
七
月
、
「
中
学
校
教
則
大
綱
」
、
八
月
に
は
「
師
範
学
校
教
則
大
綱
」
が
相
つ
い
で
制
定
さ
れ
た
。
 
 

弟
七
節
 
教
育
・
宗
教
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功
程
」
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

本
県
（
広
島
県
）
 
ハ
西
部
（
安
芸
全
国
卜
備
後
ノ
西
部
）
 
 

ノ
上
二
就
テ
鬼
ル
ニ
、
西
部
ノ
小
学
校
ハ
管
理
法
ノ
宜
キ
者
少
ナ
ク
シ
テ
、
東
部
ニ
ハ
其
宜
シ
キ
者
多
シ
。
西
部
ノ
学
校
ハ
、
下
等
ノ
生
徒
ハ
 
 

多
ク
几
案
（
つ
く
え
）
ヲ
用
ヒ
ズ
、
水
ヲ
以
テ
坂
上
二
文
字
ヲ
筈
ス
ル
ガ
如
キ
穣
メ
テ
随
野
ノ
風
ア
レ
ド
モ
、
東
部
ノ
小
学
校
ニ
ハ
殆
ソ
ド
此
 
 

ノ
如
キ
老
ヲ
見
ズ
。
西
部
ノ
学
校
ニ
ハ
教
員
・
学
務
委
員
等
二
啓
発
励
惜
ノ
風
ヲ
見
ル
コ
ト
少
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
東
部
ノ
学
校
ニ
ハ
多
ク
之
ヲ
見
 
 
 

第
五
章
 
近
 
 

代
 
 

嚢濃  
園5－7－3 出来庭小学校卒業証書  

ト
東
部
（
備
後
ノ
東
部
）
ト
ハ
其
風
俗
人
情
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
リ
。
今
小
学
校
 
 

学
制
頒
布
以
来
、
「
中
藩
学
校
」
の
例
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
約
一
 
 

〇
年
間
に
紆
余
曲
折
を
経
て
、
学
校
の
所
在
地
も
度
々
変
更
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
は
、
学
校
が
創
設
さ
れ
て
も
、
教
育
 
 

の
実
情
ほ
困
難
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

明
治
十
六
年
十
一
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
広
島
・
山
口
両
県
の
 
 

学
事
巡
視
を
し
た
文
部
省
大
書
記
官
西
村
茂
樹
は
、
そ
の
「
学
事
巡
視
 
 

表5－7－2 熊野村各校  

の生徒数  
（明治14年）  

初神学校  
萩城学校  
中港学校  
出来庭学校  
呉地学校   

名
嘉
H
名
名
名
 
 

7
 
Q
U
 
5
 
7
 
6
 
 

2
 
4
 
3
 
3
 
2
 
 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
、
 
 

梅
枝
大
連
の
所
持
宅
を
購
入
し
て
、
 
 

「
中
溝
学
校
」
を
移
転
し
た
。
 
 
 

同
年
四
月
、
「
中
溝
学
校
」
を
「
中
 
 

濃
小
学
校
」
と
改
称
し
、
初
等
科
三
 
 

年
程
度
と
し
た
。
そ
の
時
の
児
童
数
 
 

は
五
一
名
。
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ル
。
又
東
部
ノ
学
校
（
尾
道
以
東
）
ニ
ハ
物
理
化
学
／
器
械
及
ビ
動
植
物
ノ
標
本
ヲ
蒐
輯
セ
ル
学
校
甚
多
ケ
レ
ド
モ
、
四
部
ノ
学
校
ニ
ハ
殆
ソ
 
 

ド
見
ザ
ル
程
ナ
リ
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
広
島
県
内
で
も
東
部
と
西
部
の
学
校
数
育
の
差
違
は
、
当
時
か
な
り
存
在
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
西
部
に
 
 

属
す
る
熊
野
村
の
学
校
教
育
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
 
 

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、
中
溝
小
学
校
の
高
橋
新
六
は
、
出
来
庭
・
城
之
堀
学
校
の
教
員
を
兼
務
し
 
 
 

明
治
中
期
の
学
校
数
育
 
 

た
。
彼
の
教
育
的
業
績
を
後
世
に
示
す
「
高
橋
新
六
先
生
之
碑
」
は
、
現
在
も
出
来
庭
公
会
堂
の
前
に
 
 

残
っ
て
い
る
。
 
 
 

明
治
十
九
年
四
月
一
日
に
、
「
中
溝
小
学
校
」
は
「
熊
野
小
学
校
」
と
改
称
し
、
出
来
庭
・
萩
原
・
平
谷
の
三
枚
を
合
併
し
た
。
 
 

そ
し
て
、
こ
の
三
舎
を
「
熊
野
小
学
校
」
の
分
数
重
と
し
、
平
谷
分
教
室
へ
、
佃
席
次
郎
が
月
俸
二
円
五
〇
銭
雇
教
員
を
申
付
け
ら
 
 

第
七
郎
 
教
育
・
宗
教
 
 
 

囲5－74 r綜僑斯六光圧ザ朋  

れ
て
い
る
繋
甜
沿
。
 
 
 

同
年
同
月
同
日
、
安
芸
郡
内
一
円
が
「
安
芸
小
学
区
」
と
 
 

さ
れ
、
校
費
共
通
を
連
合
会
が
決
議
し
て
い
る
。
同
月
か
ら
 
 

生
徒
授
業
料
一
名
に
つ
い
て
二
銭
を
徴
集
す
る
こ
と
に
な
っ
 
 

た
。
 
 

同
年
四
月
十
日
、
「
小
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、
尋
常
小
 
 

学
校
四
年
、
高
等
小
学
校
四
年
の
四
・
四
制
と
な
っ
た
。
但
 
 

し
、
土
地
の
情
況
に
よ
っ
て
「
小
学
簡
易
料
」
（
三
年
以
内
）
 
 

も
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
教
科
書
の
検
定
制
度
も
定
め
ら
れ
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第
丘
草
 
近
．
代
 
 

た
。
 
 
 

な
お
、
本
庄
小
学
校
は
三
年
の
「
小
学
簡
易
科
」
で
「
本
庄
簡
易
小
学
校
」
と
称
し
た
。
 
 
 

同
年
四
月
二
十
日
、
生
徒
の
通
学
に
不
便
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
出
来
庭
・
萩
城
閑
話
摺
肥
翫
銅
韓
宏
録
購
い
萩
。
 
 

の
両
分
教
室
を
廃
止
し
、
「
熊
野
小
学
校
」
は
、
中
溝
の
寺
院
光
教
坊
に
移
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
の
校
舎
で
は
、
生
徒
数
が
多
く
て
収
容
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

本
格
的
な
学
校
の
建
設
が
望
ま
れ
、
四
月
に
は
、
中
溝
の
佐
々
木
亮
之
輔
所
有
の
田
（
三
八
四
坪
）
を
借
り
、
和
洋
折
衷
二
階
建
瓦
 
 

章
一
棟
（
延
べ
八
〇
坪
）
の
学
校
新
築
の
起
工
が
行
わ
れ
た
。
同
年
十
一
月
に
竣
工
し
、
費
用
三
五
四
円
は
村
内
各
戸
に
賦
課
さ
れ
 
 

た
。
 
 
 

こ
の
明
治
十
九
年
に
は
、
五
月
に
「
教
科
用
図
書
検
定
条
例
」
、
六
月
に
「
小
学
校
教
員
免
許
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
十
二
月
に
 
 

は
、
小
学
校
教
員
の
名
称
を
学
校
長
・
訓
導
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
こ
の
明
治
十
九
年
は
、
一
月
、
広
島
鎮
台
が
第
五
師
団
と
改
称
さ
れ
、
五
月
、
共
に
第
二
海
軍
区
鎮
守
府
設
置
が
決
定
 
 

さ
れ
、
安
芸
郡
住
民
墜
一
一
P
う
ま
で
も
な
く
、
全
国
か
ら
安
芸
郡
に
工
事
人
夫
が
集
っ
た
。
六
月
に
は
、
安
芸
郡
を
中
心
に
し
て
、
県
 
 

下
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
。
 
 
 

小
学
校
新
築
と
同
時
に
生
起
し
た
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、
鯖
野
村
の
人
々
に
も
物
・
心
両
面
に
お
け
る
種
々
の
影
響
を
与
え
た
 
 

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
 
 
 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
一
日
、
「
熊
野
小
学
校
」
は
「
熊
野
簡
易
小
学
校
」
と
改
称
し
、
平
谷
分
校
を
分
離
し
た
。
同
年
 
 

五
月
に
は
「
教
科
用
図
書
検
定
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 
 

ま
た
、
同
年
四
月
、
「
呉
地
簡
易
小
学
校
」
の
校
舎
が
こ
わ
れ
た
た
め
、
全
校
生
徒
を
「
熊
野
簡
易
小
学
校
」
に
通
学
さ
せ
、
同
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月
二
十
四
日
か
ら
雇
の
井
上
与
一
が
月
俸
二
円
五
〇
銭
で
「
熊
野
簡
易
小
学
校
」
 
へ
出
勤
し
た
。
「
呉
地
簡
易
小
学
校
」
は
そ
の
後
 
 

自
然
廃
校
に
な
っ
た
。
 
 
 

翌
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
一
日
、
「
熊
厨
簡
易
小
学
校
」
は
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
と
改
称
し
、
学
校
等
位
は
尋
常
 
 

小
学
科
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
新
宮
簡
易
小
学
校
」
を
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
の
分
数
宝
と
し
た
。
 
 
 

こ
の
時
の
本
校
校
舎
の
五
五
坪
、
敷
地
三
八
四
坪
は
佐
々
木
克
之
輔
よ
り
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
分
教
室
の
一
三
坪
七
合
五
 
 

勺
、
敷
地
六
一
坪
は
立
花
俊
造
よ
り
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

同
年
八
月
に
は
、
訓
令
第
一
二
一
号
を
以
て
、
小
学
校
教
科
用
図
書
が
撰
走
さ
れ
た
。
 
 

同
年
九
月
二
十
二
日
、
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 
 

▲
ヽ
ぎ
手
－
、
・
圭
呈
そ
 
 

∴
∴
 
∵
二
ぺ
．
 
 

、
＼
＼
、
＼
 
 

靂
、
 
 

「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
に
夜
学
が
設
置
さ
れ
、
十
一
月
二
十
四
日
、
初
め
て
中
溝
榊
山
神
社
境
内
で
運
動
 
 

会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
 
 

J
∴
 
、
・
 
 

∴
・
・
√
．
∵
 
∴
．
∵
∵
 
 

、」ヽ  

が㌻  
、・ 

・二、、＿  
｝
 
 、

▲
 
 

ぎ 滋山側、刑州－、州血二ん】“叫叫，州．叫ふ一＿  

図5－7－5 修卒業託割印簿  

る
。
 
 生

徒
は
析
普
ヲ
一
層
ヨ
リ
脇
二
負
ヒ
、
草
履
ヲ
穿
キ
教
師
之
ヲ
±
隊
 
 

二
分
チ
テ
引
率
シ
整
々
ト
シ
テ
軍
歌
ヲ
唱
へ
含
場
二
趣
キ
ク
リ
、
命
 
 
 

場
ニ
ハ
数
十
ノ
境
界
旗
、
運
動
駅
等
秋
天
二
翻
ル
…
…
＝
・
男
生
二
於
 
 

テ
押
出
シ
、
脾
裾
、
旗
奪
、
障
宿
物
競
走
凡
ソ
十
番
。
女
生
二
於
テ
 
 

ハ
球
伏
、
目
隠
シ
宛
名
等
凡
ソ
十
番
…
…
・
 
 

（
『
学
校
沿
革
誌
』
）
 
 

な
お
、
同
年
八
月
一
日
、
海
軍
兵
学
校
が
安
芸
郡
江
田
島
に
移
 
 

っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
三
月
十
三
日
に
第
四
学
級
の
最
末
試
験
が
行
わ
れ
、
男
子
三
名
、
女
子
一
名
が
卒
業
を
認
め
ら
れ
 
 

て
、
三
月
十
五
日
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
第
一
回
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
 
 
 

同
年
四
月
に
は
、
同
校
校
舎
に
生
徒
昇
降
用
階
段
が
増
設
さ
れ
た
。
費
用
は
四
円
で
あ
っ
た
。
 
 
 

翌
明
治
二
十
三
年
十
月
七
日
、
明
治
十
九
年
の
「
小
学
令
」
を
廃
止
し
、
小
学
校
教
育
の
目
的
を
明
示
し
、
学
校
制
度
を
整
備
す
 
 

る
新
し
い
 
「
小
学
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 

す
な
わ
ち
、
 
 

第
一
条
 
小
学
校
ハ
児
童
身
体
ノ
発
達
二
留
意
シ
テ
道
徳
教
育
及
国
民
教
育
ノ
基
礎
並
生
活
二
必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
援
ケ
ル
ヲ
以
テ
 
 

本
旨
ト
ス
 
 

第
二
粂
 
小
学
校
ハ
之
ヲ
分
テ
尋
常
小
学
校
及
高
等
小
学
校
ト
ス
…
…
略
 
 

第
三
粂
 
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
目
ハ
修
身
読
書
作
文
習
字
算
術
体
操
ト
ス
…
…
略
 
 

第
八
条
 
尋
常
小
学
校
ノ
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
又
ハ
四
箇
年
ト
シ
…
・
＝
略
 
 
 

琴
一
十
条
 
児
童
満
六
歳
ヨ
リ
満
十
四
歳
二
至
ル
八
薗
年
ヲ
以
テ
学
齢
ト
ス
学
齢
児
童
ヲ
保
護
ス
ヘ
キ
者
ハ
共
学
齢
児
童
ヲ
シ
テ
尋
常
小
学
校
 
 

ノ
教
科
ヲ
辛
ラ
サ
ル
間
ハ
就
学
セ
シ
ム
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
…
…
略
 
 

明
治
二
十
三
年
「
小
学
令
」
抄
 
 

さ
ら
に
、
同
年
十
月
三
十
日
、
そ
の
後
、
わ
が
国
の
教
育
の
根
幹
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
続
い
た
「
教
育
に
関
す
る
勅
 
 

語
」
が
発
布
さ
れ
、
翌
明
治
二
十
四
年
一
月
十
四
日
に
は
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
も
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
の
謄
本
を
拝
受
し
 
 

た
。
 
 

同
年
四
月
一
日
、
川
角
村
字
費
船
に
「
本
庄
北
尋
常
小
学
校
」
が
発
足
し
た
。
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総  

計  

計   兼 就  就 末 就 学性   就 学      学 児   児 童  別   
学  五 三 一   

男  
児       五 二 三  
名 名 名   

9  
＋ヽ  ∴   

子   
八 二  
％ ％  

就  
学   

女  
ノ   

八  名 名 名  

完 ≡   

子   
九 ％    ）  

％  

同
年
五
月
に
は
、
小
学
校
正
教
員
、
准
教
員
の
別
が
定
め
ら
れ
、
十
一
月
に
、
府
県
管
理
か
ら
国
家
の
統
轄
に
移
り
、
諸
規
定
の
 
 

も
と
に
小
学
校
教
育
を
整
備
す
る
「
小
学
校
教
則
大
綱
」
が
制
定
さ
れ
た
。
 
 
 

左
表
の
如
く
、
明
治
二
十
四
年
頃
ほ
、
就
学
率
が
二
〇
％
に
達
し
て
い
な
い
し
、
特
に
女
児
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
就
学
し
て
い
 
 

な
か
っ
た
。
 
 
 

栃
原
字
西
原
・
押
込
の
二
か
所
に
分
教
場
を
設
け
て
発
足
し
た
「
本
庄
北
尋
常
小
学
校
」
の
実
際
の
開
校
は
同
年
六
月
で
、
教
員
 
 

は
正
教
員
・
准
教
員
の
各
一
名
、
校
区
は
平
谷
・
川
角
お
よ
び
押
込
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
高
等
小
学
校
入
学
 
 

の
便
を
図
り
、
補
習
科
を
設
け
た
。
 
 
 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
十
七
日
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
に
裁
縫
科
が
設
置
さ
れ
、
広
島
市
平
塚
町
の
木
本
ミ
ヱ
准
訓
 
 

導
が
就
任
し
た
。
 
 
 

同
年
十
一
月
三
十
日
に
は
、
疫
病
で
死
亡
し
た
児
童
の
追
悼
会
を
西
光
寺
で
行
な
っ
て
い
る
。
 
 

翌
二
十
七
年
六
月
に
は
、
第
五
師
団
に
動
 
 

表
5
－
7
－
3
 
明
治
二
十
四
年
当
時
の
熊
野
村
に
お
け
る
就
学
状
況
 
 

り
、
、
と
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 
 

貞
令
が
下
七
月
清
国
事
実
上
の
戦
 
 

闘
が
朝
鮮
半
島
で
始
ま
っ
た
が
、
八
月
一
 
 

日
、
清
国
に
宣
戦
布
告
、
日
清
戦
争
と
な
っ
 
 

た
。
 
 
 

明
治
二
十
八
年
十
二
月
八
目
、
追
分
分
教
 
 

室
の
建
築
が
竣
工
し
、
翌
二
十
九
年
（
一
八
 
 

九
六
）
 
四
月
一
日
に
は
、
「
熊
野
尋
常
小
学
 
 

42ヱ  



五六六六六   

年年年年年  

計  54 3 2 1  学 級      人 教    五九九九九    四 三ニー 一  備 考   学学学学学      男男男女男   子子子子子   四 匹Ⅰ 三   ○九  九   名名  名   四≡三  二   学学  学   年年  年   女女  女    子子  子   五（⊃  ○   名名  名   

第
玉
章
 
近
代
 
 

表
5
ト
ー
ー
4
 
学
級
編
成
表
（
町
治
二
十
九
年
）
 
 

槍
新
宮
分
教
場
」
を
「
追
分
尋
常
小
学
校
」
ど
改
称
し
て
独
 
 

立
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
時
に
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
に
補
修
 
 

料
の
設
置
（
修
業
年
限
三
か
年
）
が
許
可
さ
れ
発
足
し
た
。
 
 
 

同
年
五
月
三
十
日
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
 
校
舎
西
側
 
 

に
、
東
西
二
間
半
、
南
北
七
間
半
の
藁
葺
平
屋
の
教
場
が
新
 
 

築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
三
日
に
は
、
一
年
二
学
 
 

級
、
二
・
三
・
四
年
各
一
学
級
の
五
学
級
の
編
制
と
な
っ
 
 

園5－7－6『木圧北尋常小学校お華誌』（上）  

図5－7－7 職員名渾（本庄北尋常小学校）  

（下）  

た
。
 
 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
 
 

四
月
五
日
、
「
熊
野
尋
常
小
 
 

学
校
」
に
高
等
小
学
科
併
置
 
 

が
許
可
さ
れ
、
「
熊
野
尋
常
 
 

高
等
小
学
校
」
と
な
っ
た
。
 
 

四
月
十
日
に
は
、
高
等
科
設
 
 

置
の
閲
読
式
が
挙
行
さ
れ
、
 
 

遊
戯
会
が
催
さ
れ
た
。
 
 
 

な
お
、
同
年
七
月
の
本
庄
 
 

北
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
学
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齢
児
童
就
学
率
ほ
七
八
％
で
、
学
校
経
費
は
凡
そ
一
四
〇
円
で
あ
っ
た
窮
m
盟
讐
。
 
 
 

翌
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
、
「
学
校
医
設
置
規
定
」
が
公
布
さ
れ
、
同
年
四
月
一
日
、
従
来
、
三
学
年
ま
で
あ
っ
た
高
等
科
 
 

の
第
四
学
年
設
置
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
「
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
」
は
、
品
等
科
二
学
級
編
成
（
丁
四
年
と
二
二
二
年
で
 
 

、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
は
、
中
満
の
佐
々
木
克
之
輔
の
田
（
三
八
四
坪
）
を
借
用
し
 
 
明
治
後
期
の
学
校
数
育
 
 

各
一
学
級
）
及
び
尋
常
科
の
五
学
級
の
計
七
学
級
と
な
っ
た
。
 
 

て
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
新
築
起
工
さ
れ
、
そ
の
後
、
増
築
さ
れ
て
二
〇
年
五
か
月
使
用
さ
れ
 
 

た
。
こ
の
佐
々
木
亮
之
輔
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
彼
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
四
日
に
生
れ
、
幼
名
な
久
太
郎
と
称
し
、
後
 
 

に
亮
之
輔
、
さ
ら
に
亮
と
改
め
、
兄
の
隼
之
助
に
つ
い
て
医
学
を
学
ん
だ
。
佐
々
木
家
の
始
祖
か
ら
三
九
代
目
、
熊
野
に
移
住
し
て
 
 
 

か
ら
〓
二
代
目
に
当
る
。
上
京
し
て
西
洋
医
学
を
修
め
、
時
の
内
務
脚
大
久
保
利
通
に
認
め
ら
れ
ド
イ
ツ
派
遣
を
推
薦
さ
れ
た
が
、
 
 

郷
里
の
父
が
そ
れ
を
許
さ
ず
、
熊
野
に
帰
郷
し
て
医
師
を
開
業
し
た
。
佐
々
木
進
・
西
九
昇
・
藤
原
戒
三
・
青
山
才
苦
ら
と
と
も
に
 
 
 

「
明
廿
医
会
」
の
設
立
、
あ
る
い
は
、
安
芸
郡
医
会
（
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
）
 
の
設
立
に
も
尽
力
し
第
三
支
部
長
と
な
り
、
特
 
 
 

に
当
時
の
洋
学
を
習
得
し
た
進
歩
派
医
師
と
在
来
の
保
守
派
医
師
と
の
抗
争
に
、
い
つ
も
調
停
の
役
を
果
し
医
師
の
融
和
に
努
め
 
 

た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
九
九
）
、
広
島
県
下
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
時
、
二
八
歳
で
戸
長
（
村
長
）
を
つ
と
め
、
明
治
二
十
四
年
 
 

（
一
八
九
一
）
、
四
〇
歳
で
県
請
会
話
員
に
な
っ
た
。
の
ち
、
衆
議
院
議
員
に
も
立
候
補
し
た
が
僅
少
差
で
惜
敗
し
た
。
未
開
発
状
態
 
 

の
医
業
界
に
あ
っ
て
は
政
活
治
動
に
よ
っ
て
向
上
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
と
に
、
伝
兼
病
対
策
聖
息
を
注
い
だ
彼
の
功
績
は
顕
著
で
 
 

あ
っ
た
。
小
学
佼
の
設
立
、
村
医
と
し
て
の
諸
活
動
、
熊
野
・
矢
野
間
の
道
路
開
削
、
安
芸
郡
医
会
長
と
し
て
の
諸
活
動
な
ど
、
医
 
 

業
・
教
育
・
村
政
に
尽
力
し
た
㌍
嘩
 
 

第
七
郎
 
教
育
・
宗
教
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

さ
て
、
彼
の
所
有
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
「
熊
野
尋
常
小
学
校
」
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
、
二
階
建
校
舎
の
北
に
 
 

長
さ
九
間
、
幅
四
間
の
教
室
と
三
坪
の
便
所
が
増
築
さ
れ
た
。
 
 
 

同
年
、
「
本
庄
北
尋
常
小
学
校
」
は
、
補
習
科
を
廃
し
、
修
業
年
限
を
四
年
と
し
た
。
 
 
 

翌
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
、
「
市
町
村
立
小
学
校
教
育
費
国
庫
負
担
法
」
が
公
布
さ
れ
、
六
月
に
は
、
視
学
官
・
視
 
 

学
・
郡
視
学
が
設
置
さ
れ
た
。
 
 
 

ま
た
、
同
年
八
月
二
十
日
、
「
小
学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
を
四
年
に
統
一
し
、
高
等
小
学
校
は
二
年
二
二
年
・
四
 
 

年
の
三
種
頸
に
し
た
が
、
二
年
制
の
高
等
小
学
校
を
な
る
べ
く
尋
常
小
学
校
に
併
置
し
、
義
務
教
育
年
限
の
延
長
に
備
え
た
。
 
 

小
学
令
 
 
第
六
章
 
 
授
業
料
 
 

第
百
七
十
四
条
 
尋
常
小
学
校
二
於
テ
ハ
授
業
料
ヲ
徴
収
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
市
二
在
リ
テ
二
億
月
二
十
銭
以
下
、
町
村
又
ハ
町
村
学
校
組
 
 

合
二
在
リ
テ
二
箇
月
十
銭
以
下
二
於
テ
共
ノ
金
額
㌢
走
メ
府
県
知
事
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
 
 

第
百
七
十
五
条
 
高
等
小
学
校
二
於
テ
徴
収
ス
ル
授
業
料
ハ
…
・
＝
略
…
…
町
村
又
ハ
町
村
組
合
学
校
二
在
リ
テ
二
箇
月
三
十
銭
以
下
…
…
略
 
 

明
治
三
十
三
年
改
正
「
小
学
校
令
」
抄
 
 

熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
四
年
四
月
一
日
、
高
等
科
三
学
級
・
尋
常
科
五
学
級
の
八
学
級
、
明
治
三
十
五
 
 

年
（
一
九
〇
二
）
四
月
一
日
、
高
等
科
三
学
級
・
尋
常
科
六
学
級
の
九
学
級
、
翌
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
一
日
に
は
、
高
等
科
三
 
 

学
級
・
尋
常
科
七
学
級
の
一
〇
学
級
に
増
加
し
た
。
 
 
 

左
表
で
、
明
治
三
十
八
・
三
十
九
年
度
の
学
齢
児
童
数
が
激
減
し
、
就
学
率
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
日
露
戦
争
に
よ
る
彫
轡
と
 
 

考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

本
庄
北
尋
常
小
学
校
で
は
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
教
科
目
に
裁
縫
料
が
加
え
ら
れ
、
校
舎
を
明
治
三
十
五
年
（
l
九
〇
二
）
十
月
、
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3938373635343332  年 度   

四 四六六五六六六   男  
四○一三九三五四   学  
四八八三六五六○   

齢  

三三 四五五五五五   女    児  
八三六四四○一一  
六一七二一（⊃五○  童  

数  

計   
八七（⊃一一一一一   
三三八七三三七五   
○九五五七五一○   

九九九九九九八八   
男   

○八八九四四三九   就  
九一四匹仁四 四（⊃一   

九八六七六六四四   学  
女  九三八ニセ九六四   

○六七三八○九五   
六九四二四（〕九一   

率   

九九八八八八六六   
計  九（⊃三四○ニセ六   

○九五八二一○四   
七三九五一一四三   

川
角
村
の
坊
主
山
に
新
築
移
転
し
た
。
藁
葺
の
建
坪
三
八
坪
、
そ
の
中
に
教
室
二
（
二
四
坪
）
職
員
室
（
六
坪
）
が
あ
り
、
校
庭
ほ
九
一
 
 

坪
、
所
属
山
林
五
四
〇
坪
（
明
治
三
十
八
年
六
月
、
坊
主
山
の
裂
地
一
反
八
畝
が
記
念
学
林
と
し
て
加
わ
る
）
。
 
 

表
5
－
7
－
㌣
学
齢
児
童
就
学
歩
合
累
年
比
較
表
 
（
明
治
3
2
～
3
9
年
）
 
 

第
七
節
 
教
育
・
宗
教
 
 

図5－て－8 最初の国定  

教科肇   

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
、
小
学
校
教
科
用
図
書
の
う
ち
、
 
 

修
身
・
国
語
・
算
術
・
日
本
歴
史
・
地
理
ほ
文
部
省
に
お
い
て
著
作
権
 
 

を
有
す
る
も
の
及
び
文
部
大
臣
の
検
定
を
経
た
も
の
に
つ
き
府
県
知
事
 
 

が
採
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
国
定
教
科
書
制
度
が
確
立
し
た
。
 
 

翌
明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
、
全
国
小
学
校
で
国
定
教
科
書
使
用
が
開
 
 

始
さ
れ
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
同
年
四
月
一
日
よ
り
、
随
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代
 
 

意
科
と
し
て
農
業
科
を
加
設
し
、
高
等
科
三
・
四
学
年
で
教
授
し
た
。
 
 
 

日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
〇
五
）
の
頃
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
の
就
学
率
ほ
急
激
に
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
月
、
基
本
財
産
と
し
て
安
芸
郡
生
徒
一
人
五
銭
ず
つ
拠
金
。
 
 

一
方
、
本
庄
北
尋
常
小
学
校
で
は
、
坊
主
山
に
移
転
後
も
、
教
員
は
二
名
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
五
月
に
は
二
部
教
授
を
申
 
 

請
、
三
十
八
年
四
月
か
ら
は
二
部
教
授
を
廃
止
、
四
学
年
聖
一
学
級
編
成
で
授
業
し
て
お
り
、
四
十
年
二
月
に
は
、
教
員
欠
員
中
に
 
 

つ
き
二
部
教
授
を
行
う
な
ど
、
教
員
の
欠
員
が
続
い
た
。
 
 
 

明
治
三
十
九
年
四
月
、
熊
野
小
学
校
で
は
、
貧
困
児
童
に
特
殊
授
業
を
始
め
た
。
同
月
十
四
日
に
は
、
校
舎
が
狭
陰
に
た
っ
た
た
 
 

め
建
香
え
の
必
要
が
生
じ
、
校
舎
二
枚
（
二
階
建
、
幅
四
間
、
長
皇
二
〇
問
、
並
び
に
幅
四
間
、
長
さ
九
間
の
平
屋
）
を
取
り
こ
わ
し
、
榊
山
 
 

神
杜
境
内
に
新
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
は
光
教
坊
・
西
光
寺
の
寺
院
を
借
り
て
二
部
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
太
。
同
年
 
 

五
月
一
日
、
渡
辺
操
が
校
医
嘱
託
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
十
九
日
、
校
舎
一
棟
（
二
教
宅
）
が
落
成
し
た
の
で
、
光
教
坊
に
い
た
高
等
 
 

科
を
移
し
た
。
同
年
九
月
一
日
に
は
、
校
舎
二
棟
（
三
教
室
）
が
落
成
し
た
の
で
、
西
光
寺
を
引
き
上
げ
移
転
し
た
。
 
 

一
方
、
本
庄
北
尋
常
小
学
校
の
明
治
三
十
八
年
三
月
の
卒
業
生
並
び
に
修
業
児
童
、
同
年
四
月
の
新
入
学
児
童
数
は
、
蓑
5
－
7
 
 
 

－
6
・
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

蓑
5
－
7
】
6
 
修
業
児
童
数
（
明
・
3
9
・
3
・
貧
）
 
 

男
五
人
 
 
女
一
〇
人
 
 
計
一
五
人
 
 
 

卒
業
生
 
 

さ
ら
に
、
明
治
三
十
九
年
四
月
、
各
学
年
児
童
数
は
、
表
5
－
7
1
 
 

8
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

当
時
の
本
庄
北
小
学
校
の
規
模
が
わ
か
る
が
、
三
月
段
階
で
の
入
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な
お
、
三
十
七
年
度
、
三
十
八
年
度
、
本
庄
尋
常
小
学
校
の
経
費
予
算
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
二
七
円
、
二
六
三
門
で
あ
っ
た
。
 
 
 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
二
十
一
日
、
「
小
学
令
」
が
さ
ら
に
改
正
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
六
年
、
高
等
小
学
校
を
二
年
・
三
 
 

年
と
し
、
義
務
教
育
年
限
が
六
年
に
延
長
さ
れ
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

、
明
治
四
十
年
四
月
一
日
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
一
二
学
級
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
等
科
四
学
級
（
二
三
玉
名
）
、
尋
常
 
 

料
八
学
級
（
四
六
〇
名
）
教
員
一
〇
名
で
あ
る
。
同
年
四
月
十
五
日
、
新
築
中
の
校
舎
全
部
が
竣
工
し
た
の
で
、
同
月
十
九
日
、
落
成
 
 

式
を
挙
行
し
た
。
校
地
の
位
置
ほ
榊
山
神
社
境
内
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
、
境
内
に
み
だ
り
に
入
る
こ
と
は
積
れ
る
と
か
、
畏
敬
の
 
 

念
が
な
い
と
か
の
反
対
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
校
地
面
積
は
、
七
八
八
坪
（
校
舎
敷
地
、
二
九
一
坪
。
運
動
場
、
三
七
l
坪
。
そ
の
他
一
 
 

二
六
坪
）
で
、
校
舎
は
平
屋
建
て
、
五
棟
（
一
二
教
室
）
、
便
所
四
か
所
で
あ
っ
た
。
経
営
費
は
二
七
〇
八
円
一
六
銭
。
現
在
、
熊
野
中
 
 

学
校
が
、
ほ
ぼ
こ
の
位
置
に
存
在
し
て
お
り
、
当
時
の
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
の
正
門
へ
向
う
傾
斜
し
た
道
の
原
形
を
と
ど
め
て
い
 
 

る
。
 
 

第
七
節
 
教
習
∵
宗
教
 
 

表
5
－
－
8
 
 

表
5
7
－
7
 
新
入
学
児
童
数
（
明
・
3
9
・
4
・
1
）
 
 
学
・
進
学
予
定
数
よ
り
、
四
月
に
は
ど
の
学
年
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
 
 

男
一
三
 
 

女
 
六
 
 
 計
 
完
一
れ
は
、
留
年
や
学
年
中
途
退
学
者
の
復
学
が
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
明
治
三
十
八
年
四
月
一
日
調
査
で
は
、
三
十
七
年
度
就
 
 

学
率
は
九
九
％
を
越
え
て
い
る
。
 
 
 

本
庄
北
尋
常
小
学
校
は
、
明
治
四
 
 

十
三
年
三
月
、
同
四
十
四
年
八
月
、
 
 

児
童
就
学
出
席
優
等
に
つ
き
、
安
芸
 
 

郡
か
ら
表
彰
状
を
受
け
て
い
る
。
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図5－7－9 榊山神社墳刊のf射手尋常高等小学校  

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月
一
日
、
熊
野
尋
常
高
等
 
 

小
学
校
各
学
年
に
手
工
科
を
加
設
し
た
。
同
月
十
七
日
、
学
校
 
 

長
は
安
芸
郡
役
所
に
出
頭
し
、
「
戊
申
詔
書
」
を
拝
戴
し
た
。
 
 

翌
四
十
二
年
四
月
一
日
に
は
、
一
四
学
級
と
な
っ
た
。
児
童
数
 
 
 

図5－7－10 明治40年代打学校行事  
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七
二
三
名
。
職
員
一
二
名
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月
、
一
〇
〇
坪
、
五
教
室
の
校
舎
が
落
成
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
追
分
尋
常
小
学
校
も
、
明
治
四
十
二
年
十
月
、
増
築
し
た
。
 
 
 

】
方
、
本
庄
北
尋
常
小
学
校
は
、
明
治
四
十
三
年
に
手
工
科
を
設
け
、
校
舎
増
築
が
必
要
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
二
月
、
川
 
 

角
村
村
会
で
平
谷
（
深
鋼
八
八
九
番
地
の
二
）
に
移
転
が
決
定
、
敷
地
は
地
元
の
寄
附
で
あ
っ
た
。
四
〇
坪
の
一
棟
を
増
築
、
校
舎
坪
数
 
 

九
四
坪
、
三
教
室
、
校
地
面
鏡
三
九
二
坪
に
な
っ
た
。
 
 
 

明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
日
、
鯖
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
明
治
天
皇
崩
御
の
た
め
午
後
六
時
児
童
を
招
集
し
て
敬
弔
の
式
を
挙
 
 

行
、
大
正
元
年
（
l
九
一
二
）
九
月
十
三
日
、
明
治
天
皇
御
大
葬
に
つ
き
午
後
八
時
児
童
を
招
集
し
て
遥
拝
式
を
行
い
、
同
日
よ
り
三
 
 

日
間
授
業
を
休
止
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
 
 

大
正
七
年
（
l
九
一
八
）
三
月
、
小
学
校
教
員
の
給
与
の
一
部
を
国
頗
負
担
に
す
る
「
市
町
村
義
務
教
 
 
 

大
正
時
代
の
小
学
校
教
育
 
 

官
費
国
庫
負
担
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
 
 
 

大
正
八
年
に
は
、
十
月
、
熊
野
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
「
父
兄
会
」
を
各
地
区
に
開
催
、
十
月
二
十
一
日
、
秋
季
大
運
動
会
 
 

を
、
十
二
月
十
二
日
、
学
芸
品
展
覧
会
を
開
い
た
。
 
 
 

大
正
九
年
に
は
、
三
月
十
日
、
学
芸
大
雀
を
催
し
、
三
月
十
八
日
、
初
め
て
修
学
旅
行
を
行
い
、
高
二
は
九
州
方
面
、
尋
六
男
子
 
 

は
江
田
島
、
尋
六
女
子
は
岩
周
臆
そ
れ
ぞ
れ
赴
い
た
。
十
月
二
十
五
日
、
陸
上
大
運
動
会
を
行
い
、
十
一
月
四
日
に
は
、
高
原
部
五
 
 

校
の
児
童
体
育
大
会
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
月
謝
は
．
二
五
儲
で
あ
っ
た
。
 
 

一
方
、
本
庄
北
尋
常
小
学
校
で
も
、
大
正
九
年
三
月
、
児
童
学
芸
会
を
開
催
、
秋
に
は
児
童
体
育
会
（
運
動
会
）
を
開
い
た
。
同
校
 
 

で
は
、
同
年
保
護
者
会
を
初
め
て
開
催
（
年
一
回
）
、
大
正
十
二
年
度
に
は
毎
学
期
未
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
十
三
年
七
月
か
ら
 
 

は
父
兄
会
と
改
称
、
、
同
年
、
児
童
お
伽
噺
会
が
開
か
れ
、
西
川
国
臣
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。
 
 

第
七
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